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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は近世住宅の儀式空間を演出した「しつらい」の一つである障屏画に注目し、歴史的変遷や視覚効果
を検討したものである。近世住宅の障屏画研究は、武家住宅と寺院の書院に関して多くの先行研究がある。そ
れに対し、本論文はこれまで比較的等閑視されてきた公家住宅と町家を対象に、住居史・美術史の視点から論
じたものである。 
 本論文は、序章、本論７章、結章から構成されている。１章では、王朝文化の復古を意図して再建された寛
政度内裏の儀式空間の計画を取り上げている。前半では儀式空間のイメージの形成に絵師の土佐光貞が果たし
た役割を検討し、絵巻物が公家達の儀式空間に対するイメージの源泉であったことを論じている。後半では大
工の役割を検討し、幕府方の棟梁である岡嶋が新造内裏の図面を作成したが、設計の過程で公家との対立が深
まり、岡嶋に替わって禁裏修理職棟梁の木子が登用された。建物については、公家たちが古画という典拠を重
視し、当時の技術と常識を無視した儀式空間を創りだそうとしたことを具体的に考証している。 
 ２章では、寛政度内裏清涼殿の名所絵襖の構想過程や絵様を論じている。その結果、名所の国名や季節は京
を中心に計画的に配置され、天皇の存在を強調したものとなっていたこと、障屏画の制作分担に序列があった
ことなどを考察している。そして寛政度清涼殿は復古様式で造営されたが、しつらいには近世的な工夫がこら
されたことを指摘している。 
 ３章では、寛政度内裏と同じ時期に造営された仙洞御所の弘御所、皇后御殿の飛香舎代を取り上げ、諸資料
から襖障子の配置を復元している。いずれも障屏画の仕様には整然とした序列があるが、名所の国名や方位に
は錯綜があり、清涼殿ほどの強固な中心性がなかったことを指摘している。 
 ４章では、名所絵襖の一例として海岸寺蔵「住吉浜花街図」の画題と配置を考察している。同図は、住吉社
と川口の景観、四天王寺を含む景観、遊里と町並みの景観が描かれ、近世初期の大坂を描いた貴重な作例であ
ることを考証している。各場面は視方向が異なることから、元の部屋ではコの字型に配され、あたかも大坂の
中心地から周囲を見回したような風景になったことを明らかにしている。同図は作風から寛永期の作と考えら
れ、大坂の町絵師が、室内における三次元的な効果を工夫していたことを指摘している。 
 ５章から７章までは近世町家の儀式空間を取り上げたものである。５章では、近世の風俗画に描かれた祭礼
や行幸場面を分析し、屏風飾りが公家や武家から庶民に広まったこと、京都の祇園会では江戸時代初期に町家
の店の間が神を迎える儀式空間として成立し、さらに見物する場に変化したことを考証している。近世後期に
なると地方都市が発達し、祭礼見物の作法として屏風飾りのしつらいが全国に伝播したことを明らかにしてい
る。 
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 ６章では、祇園会における町家の屏風飾りに関する文献から、江戸中期には宵山飾りが始まったこと、近代
になると扉風飾りが氏子町全域で行われていたことを明らかにしている。屏風の画題には伝統を演出するもの
と、祭らしい大胆さを示すものがあったが、屏風を競い、展示方法が高度に洗練された結果、祭礼時の店の間
は神を迎える儀式空間から、通行人に飾りを見せる展示空間へと変化していったことを指摘している。 
 ７章では、大阪天神祭を取り上げ、近世には神輿や地車の巡行時に、店の間で屏風飾りを行っていたが、近
代化の中で神を迎える為の屏風飾りの機会が失われ、現在では屏風飾りはほとんど行われていないことを明ら
かにしている。 
 結章では、武家住宅や寺院の書院を取り上げた先行研究を踏まえ、近世住宅における障屏画によるしつらい
を総合的に論じている。 
 本論文は、近世住宅の儀式空間における障屏画による「しつらい」について、従来ほとんど解明されていな
かった公家住宅や町家を取り上げ、その歴史的変遷や特色をまとめた労作である。各地に散逸した関係資料を
博捜し、住居史と美術史の研究手法を駆使して精緻で精度の高い論文に仕上げ、この分野の研究水準を引き上
げた。近世住宅は現代の和風住宅に直接つながるものであり、しつらいの要素の中でも障屏画、すなわち襖障
子や屏風は視覚的要素が強く、室内空間に対する影響は極めて大きい。本論文で明らかにされた室内での配置
構想、そこに描かれた絵画の視覚効果、儀式空間の演出手法などに関する知見は、単に歴史上の出来事にとど
まらず、今後のインテリア計画にも重要な示唆を提供するものである。ただ、実際の儀式次第としつらいとの
関係などは、史料の制約によって未解明であり、今後の課題といえよう。とはいえ、本論文の成果は、居住環
境学にとどまらず、美術史学、歴史学の研究にも大きく寄与するものと高く評価できる。 
 住宅や都市は、単なる構築物ではなく生活文化の器であるという視点に立ったとき、本論文で得られた知見、
すなわち、障屏画によるしつらいのもつ豊かな仕掛けは、日本文化の歴史的財産として評価されるべきであろ
う。以上の審査結果から、本論文は、博士（学術）の学位を授与されるに値するものと認められる。 
